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令和５年度武蔵野市子どもの学習･生活に関する調査報告書（概要版） 
令和６年１月 教育企画課発行 

１ 調査実施の目的 

市立小中学校に在学する児童・生徒の学習や生活に関する意識や現状、同保護者の学校教育に関する考えや子ども

との関わり方、教員の児童・生徒との関わり方や家庭や地域との連携に関する意向を把握することで、第四期学校教

育計画及び第六次子どもプラン武蔵野の策定のための基礎資料とする。 

なお、毎年度行われている「全国学力・学習状況調査（国）」や「児童・生徒の学力向上を図るための調査（東京

都）」等の質問項目と比較して、本調査の質問項目を精査することで、回答者及び学校の負担軽減を図った。 

 

２ 調査の対象 

  市立小学校６年生及び中学校３年生とその保護者。市立小中学校の全教員。 

＊対象学年が兄弟姉妹にいる場合、保護者は長子について回答する。 

 

３ 調査方法と回収状況 

【調査方法】 

調査期間 

児童・生徒 

保 護 者 
令和５年６月20日～７月25日 

教 員 令和５年７月20日～８月25日 

調査方法 

ＷＥＢアンケート調査（無記名） 

・児童・生徒については、授業時間中の回答が難しい場合、休み時間や帰宅後等に

各自で回答することも可能とした。 

 

【回収状況】 

調査対象 調査対象者数 有効回収数 有効回収率 

児童・生徒 
小学校６年生 1,191人 831件 69.8％ 

中学校３年生 747人 243件 32.5％ 

保 護 者 1,938人 1,054件 54.4％ 

教 員 471人 313件 66.5％ 

＊調査対象者数は、それぞれ令和５年５月１日現在。また、保護者については対象学年の兄弟姉妹の確認 
が困難であるため、対象学年の児童生徒数を合算した数としている。 

 

４ 主な質問と回答  

【児童・生徒】  

(1) 学校で楽しいと思うこと（３つまで選択） 

 ■小学校６年生                      ■中学校３年生 

 内容 ％   内容 ％ 

１ 友達と遊んだり、おしゃべりをしたりしているとき 76.7 
 

１ 友達と遊んだり、おしゃべりをしたりしているとき 80.2 

２ 好きなことをして、のんびりと過ごしているとき 60.0 
 

２ 好きなことをして、のんびりと過ごしているとき 48.1 

３ 給食を食べているとき 26.8 
 

３ 授業中に問題が解けたとき 27.6 
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 (2) 学校で「もっとやってほしいこと」や「やってみたいこと」（５つまで選択） 

  ■小学校６年生                       ■中学校３年生                

 内容 ％   内容 ％ 

１ 
学習者用コンピュータなどを使って自分が

興味のあることを調べること 
40.0 

 

１ 
いろいろな学年や学級の子どもたちと学ん

だり遊んだりして交流すること 
35.8 

２ 
動画や映像作品をつくったり、プログラミン

グでアプリやゲームを作ったりすること 
39.1 

 
２ 

プロの音楽家の演奏を聴いたり、美術作品を

見たりすること 
28.8 

３ 
いろいろな学年や学級の子どもたちと学ん

だり遊んだりして交流すること 
31.4 

 

３ 

スポーツ選手といっしょに体を動かした

り、話を聞いたりすること 
28.0 

 動画や映像作品をつくったり、プログラミ

ングでアプリやゲームを作ったりすること 

 

【保護者】 

(1) 学校で「もっと進めてほしいこと」や「取り組んでほしいこと」（あてはまるもの全て） 

■小学校６年生の保護者                  ■中学校３年生の保護者                

 内容 ％   内容 ％ 

１ 

生徒指導の充実（子どもが主体的に考え、

行動する力の育成、いじめの未然防止・早

期発見や対応、自己肯定感の向上など） 

63.0 

 

１ 

生徒指導の充実（子どもが主体的に考え、

行動する力の育成、いじめの未然防止・早

期発見や対応、自己肯定感の向上など） 59.0 

 子どもの興味・関心等に応じた学びとさまざま

な人々と関わったり協力したりする学びの充実 

２ 
子どもの興味・関心等に応じた学びとさまざま

な人々と関わったり協力したりする学びの充実 
62.8 

 
２ ― － 

３ 
働き方改革の推進（教員を支える人員体制の

確保や業務改善、部活動のあり方の検討など） 
56.3 

 

３ 
働き方改革の推進（教員を支える人員体制の

確保や業務改善、部活動のあり方の検討など） 
55.8 

 

(2) 必ずしも学校が担う必要が無いと思うもの（あてはまるもの全て） 
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放課後や夜間、お祭りの時の見回り

登下校時の見守り

中学校の部活動や小学校の吹奏楽部、

合唱クラブの練習

校内清掃

地域のボランティアと学校との連絡調整

運動会などの学校行事の準備、運営の手伝い

休み時間の校庭等での遊びの見守り

給食の配膳準備や見守り

この項目の中にはない

その他

無回答

全体（n=1,054）

小学校 年生 保護者（n=654）

中学校 年生 保護者（n=400）
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【教員】 

(1) 仕事のやりがいや充足感を感じるとき（あてはまるもの全て） 

■小学校の教員                       ■中学校の教員                

 内容 ％   内容 ％ 

１ 受け持っている子どもの成長を感じたとき 87.8 
 

１ 受け持っている子どもの成長を感じたとき 82.4 

２ 
子どもや保護者から感謝の言葉を述べら

れたとき 
76.0 

 

２ 
子どもや保護者から感謝の言葉を述べら

れたとき 
74.5 

３ 
同僚や管理職から自分の仕事が認められ

たとき 
61.8 

 

３ 
学校行事や大きな取り組みがうまくいっ

たとき 
54.9 

(2) 今後、学校教育で「もっとやっていくとよい」と思うもの（あてはまるもの全て） 

■小学校の教員                       ■中学校の教員                

 内容 ％   内容 ％ 

１ 
働き方改革の推進（教員を支える人員体制の

確保や業務改善、部活動のあり方の検討など） 
81.7 

 
１ 

働き方改革の推進（教員を支える人員体制の

確保や業務改善、部活動のあり方の検討など） 
86.3 

２ 

特別支援教育の推進（ユニバーサルデザイ

ンにもとづく学習指導、特別支援教室の充

実など） 

67.6 

 

２ 

不登校児童生徒への支援（子どもの居場所

づくり、ＳＣやＳＳＷなど関係機関、ＮＰ

Ｏなどとの連携など） 

68.6 

３ 

多様性を生かした学び（学級活動や児童

会・生徒会における話し合いを通した合意

形成など） 

66.4 

 

３ 

学習の基盤となる資質・能力の育成（言語

能力や情報活用能力の育成など） 

64.7  生徒指導の充実（子どもが主体的に考え、

行動する力の育成、いじめの未然防止・早

期発見や対応、自己肯定感の向上など） 

 

【児童・生徒 クロス集計】 

(1) 学校の取り組みや行事のときに目的や目標を考えているか（下表ヨコ） 

先生たちがアイディアや考えを聞いてくれるか（下表タテ） 
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【児童・生徒、保護者、教員の比較】 

(1) 学校の取り組みや行事のときに目的や目標を考えているか／考えさせているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者、教員の比較】 

(1) 学校に協力できること／保護者、地域、専門家の協力を得たい取り組み（あてはまるもの全て） 

 

 ［児童・生徒］ 　　 よく聞いてくれる 少し聞いてくれる あまり聞いてくれない 聞いてくれない  　 無回答

 ［保護者］ 　　 よく聞いている 少しは聞いている あまり聞いていない 聞いてくれない 　 分からない  　 無回答

 ［教職員］ 　　 よく聞いている 少しは聞いている あまり聞いていない 聞いていない  　 無回答

教職員　 (n=313)

児童 生徒(n=1,074)

保護者 (n=1,054)

61.4 

51.8 

49.2 

29.2 

28.0 

43.5 

6.3 

4.8 

6.1 

2.0 

1.3 

0.3 

13.8 

1.0 

0.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 ［児童・生徒］  よく考えている 少し考えている あまり考えていない 　 考えていない  　 無回答

 ［保護者］  よく考えている 少しは考えている あまり考えていない 　 考えていない 　　分からない  　 無回答

 ［教職員］  よく考えさせている  　 無回答
　　たまに
　　考えさせている

あまり
考えさせていない

　 考えさせて
　 いない

児童 生徒(n=1,074)

保護者 (n=1,054)

教職員　 (n=313)

46.6 

38.9 

76.4 

36.3 

38.3 

19.8 

10.3 

13.3 

2.9 

5.7 

2.1 

0.3 

7.3 

1.0 

0.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＊「分からない」は保護者のみの選択肢

（ア）

（イ）

（ウ）

（オ）

（カ）

子どもの参加や意見表明

学習の基盤となる資質・能力の育成

生涯に渡る
学びの基礎と
なる資質・能力

の育成

子どもの興味・関心に応じた学びとさまざまな人々と関わったり
協力したりする学びの充実／個別最適な学びと協働的な学び
の一体的な充実

読書活動の推進

健康教育・体力向上の取組の充実

今日的な教育課
題への対応・取り

組みの推進

体験活動の充実

外国語教育の充実

デジタル・シティズンシップ教育の推進

子どもの社会参画
を推進する場とし
ての学校づくり

多様性を生かした学び

市民性の育成

特別支援教育の推進

一人一人の
子どもに応じた
指導・支援の

充実

特別支援学級の取組の充実

不登校児童生徒への支援

（エ）
子どもが安心でき
る居場所としての

学校づくり

人権教育の推進

生徒指導の充実

切れ目のない相談支援

理数教育の推進

無回答

働き方改革の推進

(ア)～(オ)の取り
組みを実現する
学校運営と人材

育成

教員の専門性向上

次代の教育を担う人材の確保

（キ）
社会に開かれた
教育課程の推進

開かれた学校づくり協議会の機能強化

地域や関係機関と連携した教育の推進
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